
町史編 だん よさ り

　

下
榎
２
区
は
、
日
野
川
左
岸
段

上
に
あ
っ
て
、
国
道
１
８
０
号
か

ら
安
原
橋
を
渡
り
、
安
原
か
ら

南
方
向
に
伸
び
た
、
水
田
と
山
す

そ
の
間
に
広
が
る
集
落
で
す
。
町

で
最
初
に
ほ
場
整
備
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
日
野
川
沿
い
に
畜
産
団
地

や
宿
泊
交
流
施
設
「
リ
バ
ー
サ

イ
ド
ひ
の
」、
農
産
物
加
工
施
設

「
大た

む

た

む

夢
多
夢
」
な
ど
が
並
び
ま
す
。

　

集
落
の
上
手
入
口
に
は
、
高

さ
１
・
75
ｍ
の
五
輪
塔
が
あ
り
、

こ
の
地
に
住
ん
で
い
た
豪
族
の

墓
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
元
の
人
が
詳
細
を
知
り
た
く

て
、
周
辺
を
掘
り
起
こ
そ
う
と

し
ま
し
た
が
、
急
に
お
な
か
が

痛
く
な
り
、
以
来
、
誰
も
手
を

付
け
な
く
な
っ
た
と
の
こ
と
。
ま

た
、「
日
野
町
に
配
流
さ
れ
た
長

谷
部
信の
ぶ
つ
ら連
が
、
源
氏
の
世
と
な
っ

て
、
下
榎
を
去
る
時
、
体
の
弱

か
っ
た
子
ど
も
と
護
衛
の
家
来

を
、
こ
の
地
に
残
し
た
」
と
語

り
継
が
れ
て
き
た
と
い
い
ま
す
。

　

地
区
内
に
あ
る
摩ま
り
し
て
ん

利
支
天
神

社
は
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
戦
い
の

神
と
し
て
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

例
祭
は
毎
年
8
月
23
日
で
、
昔

か
ら
こ
の
日
に
は
相
撲
大
会
が
開

か
れ
、
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
一
晩
中
闘
志
と
汗
と
歓
声
で

に
ぎ
わ
い
ま
す
。
土
俵
は
、
事
前

に
全
戸
が
参
加
し
て
作
り
ま
す
。

始
ま
っ
た
の
が
い
つ
の
時
代
か
分

か
ら
な
い
ほ
ど
古
く
か
ら
続
く
、

下
榎
２
区
の
伝
統
行
事
で
す
。

　

ま
た
、
夏
の
盆
踊
り
大
会
も

代
々
受
け
継
が
れ
、
以
前
は
８

月
13
日
か
ら
16
日
ま
で
の
4
日

間
、
地
域
を
あ
げ
て
楽
し
み
ま

し
た
。
盆
踊
り
の
唄
は
今
も
歌

い
継
が
れ
、
唄
を
聞
け
ば
自
然

と
体
が
動
き
出
す
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
時
の
流
れ
に
は
逆
ら

え
ず
、
近
年
は
一
日
開
催
と
な

り
、
つ
い
に
昨
年
は
休
止
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
盆
踊
り
の
ほ
か
、
昔
は
、

滝
山
の
八
朔
祭
り
（
９
月
ご
ろ
）

に
行
き
来
す
る
親
戚
ら
が
、
下

榎
に
宿
泊
し
た
際
、
一
晩
踊
っ

て
歓
迎
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

地
区
で
は
、
下
榎
集
会
所
（
隣

保
館
）
を
拠
点
に
地
域
活
動
が

盛
ん
で
、
学
習
会
や
生
け
花
・

手
芸
な
ど
各
種
教
室
通
じ
て
、

人
権
意
識
や
地
域
の
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
老
人
憩

の
家
」
を
会
場
に
、
地
域
の
高

齢
者
が
集
ま
っ
て
、
ぽ
か
ぽ
か

教
室
や
い
き
い
き
百
歳
体
操
な

ど
が
開
か
れ
、
介
護
予
防
、
健

康
づ
く
り
に
も
熱
心
で
す
。
新

春
恒
例
の
囲
碁
・
将
棋
大
会
も
、

町
内
外
か
ら
多
数
参
加
し
て
、

平
成
30
年
で
41
回
を
迎
え
ま
し

た
。

　

自
治
会
の
恒
例
行
事
と
し
て

は
、
毎
年
６
月
に
、
地
区
内
の
一

斉
清
掃
に
汗
を
流
し
た
後
、
運

動
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
秋

に
は
敬
老
の
集
い
を
開
い
て
、

高
齢
者
を
お
祝
い
。
町
内
で
は
、

３
団
体
と
減
り
ま
し
た
が
、
老

人
ク
ラ
ブ
も
健
在
で
、
旅
行
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
生
き

が
い
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

人
口
世
帯
は
、
昭
和
35
年
に

86
戸
、
４
４
８
人
で
し
た
が
、
平

成
28
年
は
１
０
１
戸
、
２
５
５

人
と
、
人
口
は
減
っ
て
も
世
帯

数
は
増
え
て
い
ま
す
。
隣
近
所

と
の
団
結
も
強
く
、
家
族
の
よ

う
な
つ
な
が
り
も
あ
り
、
特
に

鳥
取
県
西
部
地
震
で
被
害
の
大

き
か
っ
た
下
榎
地
区
の
復
興
に

大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
最
近
は
そ
れ
が
薄
れ
て

き
た
と
い
い
ま
す
。

　
「
最
近
は
、
若
者
か
ら
意
見

が
出
な
く
な
っ
た
。
地
域

を
良
く
す
る
た
め
に
も
、

も
っ
と
声
を
上
げ
て
ほ

し
い
」「
夏
の
盆
踊
り
を

復
活
さ
せ
続
け
て
い
き
た

い
」「
囲
碁
や
将
棋
を
子

ど
も
た
ち
に
も
広
げ
、
交

流
に
つ
な
げ
た
い
」
な
ど
、

地
域
づ
く
り
へ
の
思
い
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

（
松
田
暢
子
＝
政
治
・
行

政
・
教
育
小
委
員
会
）

第 28 回

『相撲大会など伝統行事を継承、
下榎２区』

～「じげの宝」シリーズｖｏｌ.１5 ～

地域の特徴や活動、行事、祭り、昔話、自慢などを紹介します。

日野町史編さん室（ TEL ７２－０３４１）

下
榎
集
会
所
を
拠
点
に

地
域
活
動
も
盛
ん
に

摩
利
支
天
神
社
の
伝
説
も

▲昭和51年から続く運動会（写真：平成4年）

▲下榎の伝統行事、相撲大会

▲摩利支天神社には「ヤッテンさん」
といわれる狐の伝説がある
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　著者の磯田道史氏は歴史学者で、日本全国に眠っ
ているさまざまな古文書を探し歩き、調査・研究を
されています。
　本書はそんな著者が、ライフワークとも言える古
文書探訪での出来事や、見つけた史料などをエッセ
イのようなわかりやすい文章で紹介してくれます。
　「忍者の実像」に迫った第一章では、江戸時代の
忍者の履歴書を見つけたり、仕事内容や給料を考察
されています。また、浅野内匠頭の刃傷事件（赤穂事件）が起
きた時、赤穂内の情勢を知るために潜入した岡山藩の忍者の活
動記録なども紹介しています。
　また、時には、東海道新幹線の車窓から関ヶ原合戦を追体験
できる見物作法を教えてくれたり、江戸城の周りを歩きながら
弱点や攻略法をふと考えてみたりなど、とてもユニークな内容
も含まれています。
　本書冒頭で「これが読者諸氏の歴史の愉しみ方のヒントにな
れば…」と触れていますが、地域の歴史を調べてみたり、出か
けてみたりという方が増えてくれると嬉しいなと思います。

『歴史の愉しみ方
忍者・合戦・幕末史に学ぶ』
磯田道史　著　/　中公新書

職員が勝手に
ススメる１冊♪　

"今読みたい本〟が
　　 見つかるカモ!?

【日野町図書館  おすすめの 1 冊コーナー】

読んでみならんかな～

若林　亮
教育委員会事務局

主事職
員
紹
介

もうすぐ町民体育祭ですね。

体育の秋、楽しみます！

19 広報ひの９月号 -2018‐

教育委員会からのお知らせ
９月４日に教育委員会を開き、次の案件などについて協議されました。

・報告として
※以下の項目について報告がありました。

▼第 68 回四県四郡市総合体育大会について

▼日野町成人式について

▼平成 30 年度災害時の給食相互支援に係る訓練

について

・議事として
※以下の項目ついて提案され承認されました。

▼日野町校区審議会条例（案）の提出について

▼平成 30 年度日野町一般会計補正予算の提出に

ついて

▼学校業務支援システム管理運用要綱の一部を改

正する要綱について

▼学校業務支援システム管理運用要綱細則の一部

を改正する訓令について

・その他
▼全国学力・学習状況調査結果、コミュニティ・

スクール研修会等について報告がありました。

《次回の予定》
日時：10 月 2 日（火）午前 9 時 30 分

場所：役場第 1 会議室

※会議は公開しています。お気軽にお出かけください。


